
第２号議案

2024年事業年度
事業計画
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基本方針

❶ 大学教職員・学生及び会員間同士の交流を推進する

❷ 会員の企業経営や事業開発等にプラスとなる企画を
展開する

❸ 大学との連携の中から、学生と地元企業との相互理
解を促進し、優秀な人材を確保する
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1. 大学の教育及び研究活動に対する支援事業

① 地学連携懇話会への参加

後援会企業が本学の取り組みについ
て積極的に意見や評価を行う場を設
ける

大学の教育や研究、人材育成、地域
貢献等の更なる向上を図り、「地元
に役立つ大学づくり」に向けた提言
を行う。なお、想定されるテーマは
右記のとおりである

❶教育研究活動やカリキュラムの内容

❷地元産業界で望まれる人材や能力

❸地域課題の解決に向けた教育研究活動

❹採用活動における成績評価等の活用方法

❺自治体・地元産業界とのリスクマネジメント
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1. 大学の教育及び研究活動に対する支援事業

② 卒業/修了研究・制作展
への支援

会員企業には内覧会の案内も行っ
ている「卒業/修了研究・制作展」
開催にあたっては「ガイドブック
（後援会ロゴ入り）」を来場者へ
提供するなど、他の外部団体同様、
運営面での支援を行う

◉他の外部支援団体
・保護者会（在学生の保護者）

・卒業生後援会（卒業生の保護者）

・校友会（卒業生） 卒展2022の様子
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２. 大学が保有する教育・研究シーズの活用

① 会員セミナーの開催
本学の多彩な教授陣はもとより、
外部講師も迎え、会員企業の経営
等に有効な情報提供をテーマに掲
げて開催する（オンラインもしく
は対面開催）

② 公開講座等の情報発信
本学で行われる公開講座（文化財
保存修復研究センターなど）の情
報を会員企業へ発信する（メール
配信）

参考） 2023年度 会員セミナー
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２. 大学が保有する教育・研究シーズの活用

③ 芸工大教授陣による
「（仮称）山形再発見ツアー」
の企画運営
芸工大の教授陣がそれぞれの専門分
野（歴史・考古・食文化など）から
みた地元山形の魅力を掘り起こし、
会員企業の方々が地元の魅力を再発
見するツアーを企画する

ツアーに関する移動手段等について
は、会員企業からの協力を得ながら
運営をおこなう

ツアーイメージ
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３．大学との交流事業

①会報「おむすび」の発行
年2回（上半期1回・下半期1回）発行
し、様々な業界で脚光を浴びている後
援会企業や卒業生を紹介する

取材・編集については文芸学科のゼ
ミ・演習授業（プロジェクト演習）に
組み込み、学生の編集能力向上を図っ
てもらう 第15号

2023年8月発行

第16号
2023年12月発行予定
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②大学行事への参加
卒展内覧会（2/6開催予定）や「薪能」
鑑賞会などのイベントを通して、大学
関係者との交流機会をつくる

３．大学との交流事業

「卒展内覧会2022」の様子 8



①キャリア探求品の提供
キャリアセンターと連携し、地元企業等へ
の就職活動を支援するため、後援会企業を
対象とした説明会などで使用する機器を、
応援品として提供する

②採用活動・インターンシップ
等に関するアンケート調査の
実施

キャリアセンターと連携し、アンケート調
査を継続して行う。県内企業が芸工大生の
採用に積極的になるよう働きかけ、優秀な
人材を確保できるようにする

4.  大学との共同事業

Webカメラ
Webカメラの使用イメージ

液晶モニター
モニターを使用して面談するイメージ
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③「30周年史記念誌」の制作
にかかる費用の助成

大学の2023年度事業で、開学「30周年
記念誌」を発行する

学内に残されている過去の資料や情報を
収集・整理し、大学誕生の秘話や生い立
ち、これまで手掛けた事業の成果、困難
を乗り越えた苦労、熱い思いなどを掘り
起こし、培ってきた歴史を広く伝える

冊子サイズはA5サイズ（ソフトカバー）
で400ページとし、単行本の形で書店へ
流通予定

4.  大学との共同事業

30周年記念誌「ローカルが生んだ
クリエイティブ大学 東北芸術工科
大学30年の軌跡」表紙イメージ
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５．その他の事業

①芸術鑑賞会の開催
会員の方々を対象に芸術に親しむ機会を
提供する

山形交響楽団と連携し「特別演奏会」の
開催を企画する

★2023事業年度では7月7日（金）に山
形県護国神社にて特別演奏会「七夕コン
サート」を開催し、約90名が鑑賞

2023年開催
「七夕コンサートin護国神社」フライヤー
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